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	応用
	抗原情報
	背景
	この遺伝子は、初期胚のパターン形成に重要なタンパク質をコードしています。腹側神経管、前後肢軸、および腹側体節のパターン形成における重要な誘導シグナルとして関与していると考えられています。ショウジョウバエのソニックヘッジホッグタンパク質と配列および機能の類似性を示す3つのヒトタンパク質のうち、このタンパク質が最も類似しています。このタンパク質は、自己触媒的に切断される前駆体として生成されます。N末端部分は可溶性でシグナル伝達活性を有し、C末端部分は前駆体のプロセシングに関与しています。さらに重要なのは、C末端産物がコレステロール残基をN末端産物に共有結合させることで、N末端産物を細胞表面に限定し、発生中の胚全体に自由に拡散するのを防ぐことです。このタンパク質またはそのシグナル伝達経路の欠陥は、発達中の前脳が左右の半球に正しく分離できない疾患である全前脳胞症（HPE）の原因となります。HPEは顔面変形として現れます。また、この遺伝子またはそのシグナル伝達経路の変異は、脊椎欠損、肛門閉鎖、食道閉鎖を伴う気管食道瘻、橈骨および腎臓の異形成、心臓奇形、四肢異常を特徴とするVACTERL症候群の原因となる可能性も考えられています。さらに、この遺伝子の約1メガベース上流に位置する長距離エンハンサーの変異は、四肢のパターン形成を阻害し、軸前性多指症を引き起こす可能性があります。
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	-
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	黒線: コントロール抗原 (100 ng); 紫線: 抗原 (10 ng); 青線: 抗原 (50 ng); 赤線: 抗原 (100 ng);
	

	SHHマウスmAbを用いたLNCaP（1）、HepG2（2）、PANC-1（3）、HeLa（4）、SK-N-SH（5）、F9（6）、NIH3T3（7）、およびCOS7（8）細胞溶解物に対するウエスタンブロット解析。
	

	SHH マウス mAb (緑) とネガティブ コントロール (赤) を使用した HeLa 細胞のフローサイトメトリー分析。
	

	SHH マウス mAb と DAB 染色を使用したパラフィン包埋ヒト肝臓癌組織の免疫組織化学分析。

